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　本学科が第 1 回の東北建築フォーラムを開催したのは 25 年前でした。当時は、中央の著名な建築家を招いてのパネルディスカッショ

ンが主なもので、その時代を反映したテーマで市民との交流を深めてきました。建築技術者や行政の担当者、本学ＯＢの参加を主とした

建築の専門性の強いもので、都市計画からまちづくり、医療施設、防災計画といったテーマがしばらく続きました。

　フォーラム 20 回開催を機に内容の見直しが行われ、多くの市民に参加してもらえるような企画として「東北の建築を描く展」がスター

トしましたが、その趣旨は都市や町並みそして建築に関心を持ってもらい、その楽しさや、面白さ、不思議、そして美しさを自由な視点

で描いてもらおうというものです。第 1 回の開催から、応募者は増えつづけ作品の質も年々向上してきました。子供から大人、高齢者

まで様々な年齢層の応募があることから、対象を見る視点の違いが見られるのもこの展覧会の特徴で、会場に来られる市民の方々にも秋

の恒例の美術展として支持されつつあります。応募した子供たちの中から、将来、偉大なアーティストや建築家が出て欲しいというのは

私たちの夢でもあります。

　本学の建築学科は、東北にある大学として、東北地域の風景、歴史、文化、生活にこだわり、地域との交流を深めながら、地域にある

町並、建築、生活の魅力を発信し続けたいと考えています。

　今年、東北建築フォーラム 25 周年を迎えました。「第 4 回東北の建築を描く展」と同時に記念行事としてパネルディスカッション「路

地×アートはまちをどう変えるか」と「路地パネル展」を開催しています。皆さまのご来場をお待ちしております。
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　本展も４回を迎え仙台の秋の展覧会として市民に待

望される催事となって来ました。特に一般応募は一回

展 22 点から今回 168 点と増えました。その為会場に

展示できない作品、受賞レベルにありながら入賞しな

い作品が増えました。その結果、レベルの向上は見事

な展覧会となっているのも事実です。

　今展では造形性の確かな作品が多かったこと、描画

材料が水彩にとどまらずＣＧ・油画・日本画・切絵と

多様であったこと。見る視点も仰角、俯瞰、広角、拡大、

抽象化と多様になりました。しかし、奇をてらわず水

彩や油絵で周囲の建物を素直に楽しく描くことも忘れ

ないで下さい。作品の良さは造形的に整っていること

と伝えたい絵の内容が豊かであることが必須です。今

回、四人の全審査員が「建物に人がいない・・・」と

もらされていました。

　建築は人の器です。その絵には生活と文化が感じら

れることが大切でしょう。

　このコンクールも４回目。審査の難しさは変わらな

いですが、毎回出品されている方もいれば、はじめて

の方もいたかとおもいます。

　今回は、一般の出品者が増えたのですが、にもかか

わらず、作品のバラエティやレベルの差が少なく感じ

ました。どの建物かも、あるいは定番の建物の見え方

でも幅がせばまっている。描き方も、わりと同じよう

なものが多くなり、粘着力や表現性の強いものがへっ

ているように思います。また、人が建物といっしょに

描かれているものも少なく、人が描かれていないこと

で、その不在感が絵の良さ強さにつながっていくもの

が目立ちました。東北の建築といっても、当然、名建

築だけではなく、普通の（匿名な）建築物のほうが圧

倒的に多く私達の生活環境をつくっています。そのな

かで、個性的な視点を反映する絵画もまた、描くこと

が希薄になっているのかもしれません。このコンクー

ルにもそのような「近代の終わり」が映し出されてい

るのでしょうか。

　今回の審査会が 4 回目でしたが、再び絵とは何か考

えさせられました。絵とは見た対象に関する感動を形

や色で平面上に再現し他者に感動を伝えることだと思

うのですが、対象の表現が計画的になされる場合と、

材料の都合や気分の変化に左右されて計画が変更され

る場合があるように思うのです。今回の応募作品は対

象が建築物だけに計画的に絵が描かれていて上手な表

現、巧みな表現が多く見られました。それはそれで静

かな感動が伝わってくるのですが、なかに対象を前に

右往左往しながら自分と向き合い表現が混沌としてし

まった作品（小学生の作品に多かったように思います）

に出会えると大きな感動を見出してしまうのでした。

美というものは単に綺麗なだけではなく、右往左往す

る生き方の美しさなのかもしれません。作品の強さや

美しさは、本人が計画したもの以上に、出来損ないの

人間臭いところから発生してくるものなのだろうと思

いました。

　今回の応募総数は 471 点で前回をやや上回る数で、

特に一般の応募者が増えました。一般（168 点、）高

校の部（120 点）、中学校の部（83 点）、小学校の部

（100 点）で、このうち入選したのは 206 点でやや厳

しい審査となりました。

　審査の過程で審査の基準が審査員それぞれ微妙に違

うことに気がつくのはいつものことですが、おおよそ

3 つの視点があるように思います。ひとつは、描く対

象の面白さと切り口です。もうひとつは、メッセージ

性と独創性です。最後は描く技術です。いわゆるうま

いとか下手とかを基準にしていないことは確かですが、

あまり稚拙でも困ります。類型にはまると人の心を動

かせないのは言うまでもありません。

　建築は人との関わりで息づくものです。建物だけで

はなく、人やものなど生活との関わりで描いていただ

けるともっと生き生きとした作品になると思います。

　描く対象にやや偏りがあるのが気になります。審査

員をうならせる対象の発見を期待しています。

1



2



3



4



5

大賞　侘住ひ　　山本　幸三　( 仙台市 )
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優秀賞　光の記憶箱－そのおくりもの　　小林　正幸　( 東京都 )

優秀賞　紺屋町番屋　　杵島　洋人　( 東京都 )

入選　岩手銀行中ノ橋支店　　杵島　洋人　( 東京都 )　　
入選　月の舘 - その夢　　小林　正幸　( 東京都 )
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特別賞　夢二の料亭　　矢田目　真希子　( 秋田市 )

特別賞　岩手銀行中ノ橋支店（旧本店）　　添田　寿太郎　( 郡山市 )

賞候補　山形県郷土館（文翔館）　旧山形県庁舎　　添田　寿太郎　( 郡山市 )
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特別賞　塔　　馬渕　元行　( 香川県三豊市 )

特別賞　おもちゃやさん　　吉川　和子　( 仙台市 )

特別賞　銀山温泉　　佐藤　光雄　( 柴田町 )

特別賞　八幡一丁目の古民家　　金　伸之　( 仙台市 ) 特別賞　炭焼き小屋　　相原　幹男　( 仙台市 ) 特別賞　草庵　　小川　智子　( 仙台市 )
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賞候補　蔵の街　　大澤　勝弘　( 名古屋市 ) 賞候補　上戸沢　　矢ヶ部　昭彦　( 東京都 ) 賞候補　橋のたもとの○や◇　　飯坂　真紀　( 盛岡市 )

賞候補　ELEMENS　Ⅰ　　齋藤　正和　( 仙台市 )

賞候補　白石城大手門　　小栗　雅　( 仙台市 )
賞候補　八幡杜の館 ( 旧天賞酒造の店舗 )　　樋口　節夫　( 仙台市 )

賞候補　冬日和　　伊藤　正宏　( 登米市 ) 賞候補　能楽堂　　髙橋　和男　( 仙台市 ) 賞候補　舟丁の駄菓子屋　　藤澤　土筆　( 仙台市 )



大賞   とあるアパート

          佐藤　はるな

　       ( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )
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学長賞　若林消防署　　佐々木　莉央　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 ) 優秀賞　蔵　　元谷　実咲　( 香川県立高松工芸高等学校 1 年 )

入選　霊屋下から見る鹿落旅館　　佐々木　莉央

　　　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

賞候補　田麦俣多層民家　　元谷　実咲

　　　　( 香川県立高松工芸高等学校 1 年 )
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特別賞　帰り道　　佐藤　春菜　( 宮城県多賀城高等学校 3 年 )特別賞　月の楼門　　田澤　結衣　( 青森県立青森戸山高等学校 2 年 )

特別賞　赤い煙　　久保　匠平　( 宮城県石巻工業高等学校 2 年 )

特別賞　日々　　吉野　奈月　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

特別賞　夏の日　　日野　沙耶　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 ) 特別賞　Hyphen　　小野田　寿丸　( 宮城県宮城野高等学校 1 年 )

12



特別賞　東北工業大学　　佐々木　優　( 宮城県古川工業高等学校 3 年 )

賞候補　近所　　齋田　柚良　( 宮城県石巻西高等学校 2 年 )

賞候補　雨の降る五大堂　　髙橋　優

                             ( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

賞候補　くりこま　　菅原　志織　( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

賞候補　ふるさと　　數本　冴英佳

                               ( 東北生活文化大学高等学校 2 年 )

賞候補　美術館　　丹野　明花　( 東北生活文化大学高等学校 1 年 ) 賞候補　夕暮れの終幕　　星　季実子　( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

賞候補　銀山温泉　　菅野　亜美　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )
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大賞　静寂を背にして

　　　坂本　千晶

  　　( 西郷村立西郷第二中学校 3 年 )
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学長賞　岩手銀行　　安野　郁　( 利府町立利府西中学校 1 年 )

優秀賞　夢の空間へ　増田町まんが美術館　　安藤　龍佑　( 秋田市立秋田西中学校 2 年 )

特別賞　さざえ堂　　近藤　寛也　( 会津若松市立第四中学校 2 年 )

賞候補　朝もやに浮かぶ虚空蔵様

      　　近藤　寛也　

     　     ( 会津若松市立第四中学校 2 年 )

特別賞　夏のシンケンファクトリー　　馬場　俊介　( 角田市立角田中学校 3 年 )
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特別賞　午後の校舎　　我妻　秀栄　( 蔵王町立宮中学校 2 年 )

入選　森の社殿　　我妻　秀栄　( 蔵王町立宮中学校 2 年 )

特別賞　観慶丸　　久保　安加莉　( 石巻市立蛇田中学校 3 年 )

賞候補　小屋　　成澤　大翼　( 蔵王町立宮中学校 1 年 )

賞候補　小屋　　田辺　こうだい

　　　  ( 蔵王町立宮中学校 1 年 )

賞候補　神社　　佐藤　綾　( 蔵王町立宮中学校 1 年 )賞候補　上山城　　高橋　優太

　　　　( 美里町立南郷中学校 2 年 )

賞候補　私の街の駅　　小泉　彩 ( 仙台市立中田中学校 2 年 )
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大賞　大館市立総合病院　　池島　渓士郎　（大館市立桂城小学校 3 年）
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学長賞　お昼のかいだん　　千田　真央　( 盛岡市立松園小学校 6 年 )

優秀賞　へやの中　　熊谷　慎平　（紫波町立片寄小学校 2 年）

特別賞　レンガのいえ　　森　一仁　（会津若松市立鶴城小学校 1 年） 特別賞　日吉神社　　安藤　愛華　（秋田市立日新小学校 2 年）
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特別賞　市役所　　秋山　聖 ( 会津若松市立一箕小学校 6 年 )特別賞　おぼろ月夜と弘前城　　和田　周

　　　　                                 ( 大館市立有浦小学校 6 年 )

特別賞　若林区文化センター　　丸山　日彩　（仙台市立高砂小学校 1 年） 特別賞　若林区文化センター　　大学　愛唯香　（仙台市立七郷小学校 3 年）

特別賞　駅のホームと入道雲　　滑川　千尋

　　　　                                 （白河市立白河第二小学校 4 年）

特別賞　神だのみ　　金澤　慶明（白河市立小田川小学校 5 年）
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賞候補　ゆうれいが出そうないえ　　宇都宮　明希

　　　　（盛岡市立見前南小学校 2 年）

賞候補　やねうら　　佐藤　蓮

　　　　（盛岡市立緑ヶ丘小学校 3 年）

賞候補　長床の柱　　小椋　泉　（会津若松市立一箕小学校 2 年）

賞候補　緑の森の神社　　鈴木　和佳奈

　　　　                           （会津若松市立一箕小学校 4 年）

賞候補　市役所　　川島　佑太　（会津若松市立城北小学校 5 年）

賞候補　まちの中のお茶やさん　　石井　桜子

　　　　                              （仙台市立東二番丁小学校 3 年）

賞候補　「ガランゴロン」「ガランゴロン」「ガランゴロン」

　　　　　　　　尾形　遥菜　（白河市立白河第二小学校 2 年）

賞候補　すべりだいみたいなまるいはし　　斎藤　龍之介

　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第五小学校 1 年）

賞候補　ふしぎな物語　　橋本　七虹

　　　　（白河市立みさか小学校 5 年）

賞候補　たくさんのかいだんのあるじん社　　水上　景野

　　　　                        （白河市立白河第一小学校 3 年）
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一般の部入選作品

東北初の高層ビル（第 2 合同庁舎）

                    　石井　丈郎　( 仙台市 )

蔵王焼の穴窯　　小泉　恵一　( 仙台市 ) 旧済生館本館　　田中　中　( 東京都 )

錦秋湖に眠る我が家　　今井　和子　( 福岡県宗像市 )

思い出を大切に　百年の歴史　　須藤　泰治　( 仙台市 ) 中門のある集落　　佐々木　仲子　( 石巻市 )

窓から見える風景　　加藤　博子　( 仙台市 )

陸奥国分寺仁王門　　大原　悦子　( 仙台市 )

今、描いておこうと思った　　五十嵐　麻依

                                              ( 茨城県つくば市 )

滝の沢神社　　藤野　陽治　( 横浜市 ) 天徳寺山門　 鈴木　彩花　( 秋田県由利本荘市 )
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レンガの教会　　石澤　拓男　( 青森市 )

東北の歴史を感じる塔　　赤星　祐介　( 横浜市 ) 未来に残したい民家　　中山　舜　( 横浜市 )

竹駒神社　向唐門　　鎌田　貞雄　( 大崎市 )憩　　山本　潤子　( 横浜市 )

高原のチャペル　　坂本　きょう子　( 大崎市 ) 群青の中で　　小山内　愛美　( 秋田県大仙市 )

心縁寺　　山本　麻衣　( 山形市 )

蔵町　　岩渕　祥世　( 盛岡市 )

岩山の景色　　金濱　樹李　( 盛岡市 )
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住宅地の中の屋敷門　　高橋　茜　( 盛岡市 ) 宮沢賢治も訪れた－奥州宇宙遊学館－　　匿名希望　( 大阪府 )

文翔館　　さと　えつこ　( 東京都 )

変わらずあるもの　　鈴木　彩香　( 茨城県つくば市 )東雲　　渡辺　美土里　( 千葉県千葉市 )

時を経て（三慧殿）　　川勝　容子　( 仙台市 )

蔵屋敷のある通り　２　　千葉　良二　( 村田町 )

ビルの谷間の教会　　大野　滋子　( 仙台市 ) 熱戦開始が迫る K スタ宮城　　佐藤　利昭　( 仙台市 )
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春を待つ居久根　　西谷　岩雄　( 柴田町 ) 旧知事公館正門Ⅰ　　米田　利武　( 刈田郡蔵王町 )

蚶満寺　　及川　尚子　( 仙台市 )塩竃神社本殿　　米谷　泰洋　( 塩竈市 ) 南部曲り家　　伊藤　勇　( 奥州市 )

宿場の面影（大内宿）　　相場　義信　( 仙台市 )

老舗　　宮村　光一　( 仙台市 ) 苧麻 ( からむし ) の里　奥会津昭和村　　川股　重也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 仙台市 )

正門（宮城県知事公館）　　佐藤　公毅　( 仙台市 )

記憶回路　　東海林　智　( 仙台市 )

甘味処　　鈴木　さやか　( 仙台市 )
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凜　　橋本　圭　( 仙台市 )

山都　　渋谷　久子　( 仙台市 )

山居倉庫　　菅井　哲夫　( 仙台市 )

黄昏時の東北大学史料館　　伊藤　和子　( 塩竈市 )

田んぼの中の住宅　　弦巻　英彦　( 岩沼市 )

登米・警察資料館　　宮野　芳明　( 栗原市 )

ステンドグラスのある駅舎　　鈴木　久美恵　( 仙台市 )

城　　カタノ　ヨシト　( 福島県白河市 )

教会　　片野　マチ子　( 福島県白河市 )

岩清水の響き（ミズノヒビキ）　　金澤　郁弥

                                          ( 福島県白河市 )

静止した時間（セイシシタトキ）　　石野　啓子　( 福島県白河市 )
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創徳寺のお堂　　田口　照子　( 福島県白河市 ) 避難通路　　小笠原　義男　( 仙台市 ) ふるさとの晩秋　　山口　忠男　( 仙台市 )

ビルの屋上　うん～これは何だ？　　佐々木　俊一　( 仙台市 ) 北の銀行　　岡崎　義恵　( 仙台市 ) 宮城県知事公館　　菅原　弘　( 仙台市 )

仙山線沿線　　白根　宮子　( 仙台市 ) 東北のシンボルツインタワー　　平野　秀明　( 仙台市 ) 連理の欅　　木村　志津於　( 仙台市 ) 和の神殿　　天野　宏典　( 松島町 )
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染まりつつ暮れる　　佐藤　佳誉

　　　( 山形県立鶴岡工業高等学校定時制 3 年 )

奥州の風情　　佐藤　有紗　( 岩手県立花北青雲高等学校 3 年 ) 思い出　　蟹澤　典世　( 岩手県立花北青雲高等学校 3 年 )

My　Home　　瀬川　健太

　　　　　　　　( 岩手県立花北青雲高等学校 3 年 )

村の家　　佐々木　美穂

　　　　　　( 岩手県立花北青雲高等学校 3 年 )

南部曲家　　菅野　秀和

　　　　　　　( 岩手県立花北青雲高等学校 3 年 )

髪結い　　及川　紘奈

　　　　　　( 岩手県立花巻北高等学校 2 年 )

街の酒屋　　澁谷　未来　( 宮城県古川工業高等学校 3 年 ) 松島の好きな風景　　遠藤　和弥

　　　　　　( 仙台市立仙台工業高等学校 2 年 )

宮城大学　　中村　麻貴　

　　　　　　　( 仙台市立仙台工業高等学校 3 年 )

高校の部入選作品
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志波彦神社正門　　我妻　由奈

  ( 仙台市立仙台工業高等学校 3 年 )

二本松城　　池上　毅

　(東京都立墨田工業高等学校3年)

花巻総合体育館　　朝比奈　晃治　( 東京都立墨田工業高等学校 3 年 ) 福島県立郡山養護学校　光の学校　　池部　篤志

　　　　　　　　　　　　　　( 東京都立墨田工業高等学校 2 年 )

郡山市公会堂　　片岡　颯之介

　　　      　( 東京都立墨田工業高等学校 2 年 )

貴船神社　　片岡　友希

　　( 青森県立青森戸山高等学校 2 年 )

緑に染まる　　阿部　桃子

　　( 宮城県古川黎明高等学校 2 年 )

こもれび　　大内　玲奈　( 宮城県宮城野高等学校 1 年 )

見上げる　　千葉　加奈子

　　　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

いつまでも　　千葉　ひかり　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 ) 百周年記念棟　　髙橋　剛 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )
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内ヶ崎酒造　　鎌田　知世 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 ) 近所の神社　　勝又　拓海 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 ) 建築　　児島　楓 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

山寺　　清野　成見 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 ) 門前の人々　　伊藤　綾夏 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 ) 無題　　大内　史衣 ( 東北生活文化大学高等学校 1 年 )

小さな家　　佐々木　苗

　　　　　　　( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )

丹六園　　吉田　愛美 ( 宮城県宮城野高等学校 1 年 ) 趣のある家屋　　千葉　ひかり ( 宮城県宮城野高等学校 2 年 )
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中学校の部入選作品

結婚式場　　小笠原　しおり ( 会津若松市立第一中学校 2 年 )

学校脇の静かな風景　　狩野　碧　( 仙台市立八乙女中学校 2 年 )

ケヤキと神楽堂　　鎌田　美帆　( 蔵王町立宮中学校 2 年 )

神社　　我妻　郁実　( 蔵王町立宮中学校 3 年 )

齋理の夏　　濱田　祐華　( 柴田町立船岡中学校 1 年 ) 春の道　　吉田　葵　( 石巻市立河南西中学校 2 年 )

初夏　　山田　綾香　( 登米市立米山中学校 2 年 )

かわらのある昔の建物　　佐々木　千絵 ( 富谷町立富谷第二中学校 2 年 )
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かやぶき屋根の家　　佐藤　志恵成　( 名取市立第一中学校 1 年 ) 旧家　　星川　七海　( 名取市立第一中学校 2 年 ) ウィスキーの軌跡　　高屋　仁実　( 仙台市立西多賀中学校 3 年 )

かわらのある建物　　古屋　陽菜　( 富谷町立富谷第二中学校 2 年 ) 新町の風景　　東大野　こころ　( 富谷町立富谷第二中学校 1 年 ) 岩手銀行旧本店　　及川　いづみ　( 仙台市立山田中学校 1 年 )
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じぶんのいえ　　加藤　千愛　（矢巾町立煙山小学校 1 年） だれもいないちかしつ　　小山田　遥人　（滝沢村立滝沢第二小学校 2 年）

ふるいかいだん　　小田　新菜　

　　　　　（岩手大学教育学部附属小学校 2 年）

結婚式場　　増子　朝妃　（会津若松市立湊小学校 2 年） 善龍寺　　松田　隆雅　（会津若松市立行仁小学校 3 年）

天鏡閣　　森山　良子

　　　　　（会津若松ザベリオ学園小学校 4 年）

さざえ堂　　星野　瑠里　( 会津若松市立謹教小学校 6 年 ) 旧弘前市立図書館　　佐藤　香織　( 大館市立扇田小学校 6 年 )

小学校の部入選作品
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花火が見えるわたしのおうち　　川田　里桜　（大館市立桂城小学校 3 年） 若林区文化センター　　大内　南美　( 仙台市立蒲町小学校 6 年 ) 若林区文化センター　　阿部　幸太　（仙台市立新田小学校 3 年）

夏の花壇　　清水　さつき　( 仙台市立折立小学校 6 年 ) 赤いやねの白河えき　　有山　佳澄　（白河市立白河第一小学校 3 年）

緑の中にたつ鳥居　　二武　弘樹

　　　　( 西郷村立小田倉小学校 6 年 )

アジサイの花とお城　　生井　優奈　( 白河市立白河第三小学校 5 年 ) ふしぎなもようの石の道　　塩田　顕誠

　　　　　（白河市立みさか小学校 3 年）

石をならべる　　芳賀　彩那

　　　（白河市立白河第四小学校 2 年）
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古い石のはし　　菅野　華蓮　（西郷村立熊倉小学校 2 年） ピンク色のバラがさいた日

大河原　涼々　（白河市立善郷小学校 4 年）

電車の線路の向こうがわ　上原　大輝

　　（白河市立白河第二小学校 4 年）　

黄いろと緑いろと青いろのタクシー　　池内　順哉

　　　　　　　　　　　　　（那須塩原市立大原間小学校 2 年）

熊野堂神社　　跡部　寛明　（名取市立那智が丘小学校 4 年） 熊野堂神社　鐘楼　　阿部　真輝

  （名取市立那智が丘小学校 4 年）
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